特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年9月19日　478号

○木津川カヌーの日　二日目10時　木津の浜から34艇が出発　
私は、午前6時30分に起床、8時に現場に到着すると、藤田カヌーの面々は揃って出迎えて頂きました、すでに出発点の泉大橋に使用するカヌーをおろして、ゴール地点の流れ橋にカヌー運搬のトレーラを運び込み、再び泉大橋のスタート地点に戻ってきておられたのです。物事を実行するためには、表のスケジュールではなくスケジュール通り進行させるための下準備の行動が十分機能していないととても順調に進行できるものはありません、藤田カヌーの皆さん本当にご苦労様です。
○水量は一週間前に比べて30㎝程低下
この日の出発地点の水位は一週間前の水位よりも約50ｃｍほど低下していました。初日は水量も多く少しスリリングな地点も水位が高く無難に通過できましたが、水位の低下に少し心配していました。今日の行程は木津川が名高い砂河川といわれていますが、そのもっとも典型的な砂河床となります。完全に出発地点からゴール地点まで砂浜の連続です。この日のコースは藤田カヌーさんのリーダーによって全員無事無難に通過しました。だれ一人として転覆すこともなく見事に走破されました。本当にカヌーをゆっくりと楽しまれたのではないでしょうか。
　　
○開橋では城陽市冨野の中岡さんが持ち込んでくださったイチジクを配って歓迎
泉大橋を出発して40分ぐらいの地点が開橋です。参加されておられる城陽市の中岡さんが5時起きで収穫した見事なイチジクを差し入れて頂きました。ここで陸上伴走係が到着を待ち受けて甘い大きな特上のイチジクを一つ一つ手配りしました。皆さん目を細くしておいしいとの連発でした。中岡さんありがとうございました。
○玉水橋では橋の上から「のぼり」とスローガンの大幕で歓迎
玉水橋は60年前までは木製の橋で時代劇の撮影には欠かせないスポットでした。昭和28年の山城大水害で流失。鋼鉄の橋に付け替えられました。そして現在の橋は2代目で、巨大なすごく立派な橋になって、幅広い歩道となっています。その歩道の欄干から「のぼり」8本と巨大なスローガンを掲げて激励と歓迎をしました。カヌーの皆さんいかがでしたか。ここから南に葛城山や西に生駒山、北に比叡山、少し場所を変えると愛宕山など四方に有名な山々が遠望できる非常に景色のよい場所です。水面から眺めはいかがでしたか。
○山城大橋　　昼食休憩　幟　木津川の高水敷（あまり水につからない部分）には玉露の茶畑が連続しています。木津川のお茶はたびたび日本一に選ばれる良いお茶の生産地なのです。（開橋から流れ橋までの茶園）二日目のコースはさらに川幅が広くなり砂河川の木津川を代表する景色が続きます。まさに砂漠の中の川を下る気分ではないかと推測しますが皆さんいかがでしたでしょうか。昼食休憩地（山城大橋の左岸）には京田辺市の野球専用グランドがあり、少年たちの声援が大きく響いていました。又このグランドでは毎年2月第1日曜日に全国から6000人のマラソンランナーが集まり時間制限のない大会が開かれます。ここで40分間の昼食休憩でした。　
○近鉄鉄橋では砂の流失防止のテトラポットの大山を担いで堰を超える難所を克服　木津川には堰堤や堰、ダムが無い川とされています。ところが最近河床低下が問題になり、40年間で3～5ｍも低くなりました。近鉄鉄橋の橋脚の基礎部分が大きく露出しています。これ以上の流失防止と橋脚保護対策として石が敷き詰められていました。その下流部は砂が流れ去り1ｍから1.5ｍの段差がついています。ここはカヌーを乗っての通過は無理で担いで越えなければなりませんでした。苦労しながら20分ほどで全員が越えました。これから先はさらに砂浜が広がりここが木津川と感じられる風景の中を下ることになります。ゴール地点までの中間に新名神高速道路の橋脚工事現場（12本の橋脚建設で46億円）あります。2年後には巨大な橋が完成して、景色が一変します。名残惜しい景色を楽しんでください。　
○15時5分に流れ橋に到着　皆さん大変行儀のよい方々ばかりでした。一列縦隊で15ｍの安全間隔も正確に守ってルートを確保しながらの走破で、かなりカヌー操作に慣れてこられたのではないかと推察します。それは着岸の時の混乱が無くスムースにきれいに進んでいました。上達するものだなあと感心しました。河原の草むらに艇を引き上げて、少し台風18号の接近が気になりましたが堤防の上でキャンプをして、盗難防止の警備をすることにしました。
　　　
○夜の交流会は25人の参加で大いに盛り上がりました。四季彩館での交流会は鈴木さんの名司会で千葉県から来られた方、兵庫県、奈良県、大阪、京都、三重県の方々がカヌーにかかわったお話で盛り上がりました。見ず知らずのものが一堂に会して自らの思いを語り合うのは久しぶりのことでした。新鮮さを覚えました。そして熱く語り合った青年時代を懐かしく振り返らせていただきました。大変良い機会を得ました。
　
○三日目(15日)の木津川下り　台風接近等により、➀雷注意報が出されたこと、②雨が強まる中　高山ダムの放流が始まったこと、以上2項目は異常状況となった場合中止することの申し渡しとして決定されて来た事項で、自動的に中止せざるを得なくなりました。午前10時に中止を決定しました。又翌16日はダムが放流されると一日で放水量が減少されることはなく数日継続されることから実行は不可能と判断して16日も中止と決定、協力いただく予定先に事態の説明をして中止連絡をしました。いよいよ淀川本川に入り、クライマックスの毛馬閘門の通過の手前での断念は、暗中模索を重ねて諸問題や諸課題を克服して実行にこぎ着けてきたものとしては誠に残念至極の事態でした。しかしその後の事態の進行は、正確な決定で正しい判断だったことを証明してくれました。
9月28日・土曜日イノシシ防護柵の設置を行います　　すべての会員諸氏の方々には、里山農園について少しは関心を持ていただいていると推察しています。また少しは良い畑になるようにと心のなかで応援をいただいていると考えています。イノシシの出現によってその思いを見事に粉砕されました。実り良い畑、安心して栽培できる畑にしてなごみやいやしや、親睦や交流等思い思いの実現に大きな期待をかけて困難な作業を継続して切り開いてきました。今回は外壁を張り巡らして獣害防止柵を張り巡らします。本格的な里山農園の実現にぜひともひと汗応援をお願いします。よろしく頼みます。里山の会始まって以来の大仕事　お手伝いをお願いします。当日お越しの家族にサツマイモ1株（間もなく収穫となります）を提供します。
稲刈り体験　　9月22日(日)10時現地集合　　9時50分普賢寺小学校前集合ガイドします　
新米のご飯を振舞い　購入受付中
バッタのオリンピック　23日（月祝）木津川右岸での取り組みですが、大増水に負けず、多くの秋の虫たちは頑張っていきぬいてくれていると思います。多くのお子さんのお越しをお待ちしています　参加費無料　
問合せ　田中レンジャー　090-9985‐9915まで
古川水ウォッチング21日(土)　久御山町東佐山団地集会所　
問合せ　山田レンジャー090-8385‐8726まで　　　　　　　　　　

